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１．はじめに 

 近年、医薬品類に使用される化学物質による水環境

の微量汚染や、その生理活性に由来する水生生物への

影響が懸念されており、新たな環境問題として注目さ

れている。これらの物質は家庭や病院、製薬企業等か

らの排水として下水道に流入するため、水環境中に存

在するものの多くは下水処理施設の放流水由来と考え

られる。そこで下水道水質課では、環境リスクの高い

物質を把握するために、全水再生センターの流入水と

放流水を対象として、さまざまな用途の医薬品に使用

される 21 種類の化学物質の濃度を調査した。 

 

２．調査内容 

横浜市内 11 か所の水再生センターの流入水と放流

水について、表 1 に示した 21 種類の医薬品類に使用さ

れている化学物質の濃度を測定した。採水方法は 24

時間コンポジット採水とした。カフェイン及びトリク

ロサンは平成 28 年 1 月に、その他 19 物質は平成 28

年 3 月に調査した。分析方法は、カフェイ

ン及びトリクロサンは固相抽出‐GC/MS

法を用いた。その他 19 物質は、固相抽出‐

LC/MS/MS 法を用いて一斉分析を行った。 

 

３．結果および考察 

(1) 流入水中の医薬品類濃度（図 1） 

流入水からは、調査した 21 項目のうち

18 項目がいずれかのセンターで検出され

た。カフェインの濃度が最も高く、アセト

アミノフェン、テオフィリン、ベザフィブ

ラート等も高い濃度で検出された。抗生物

質のうち、アジスロマイシン、クラリスロ

マイシン、レボフロキサシンは 0.1μg/L 以

上の濃度で検出された。  
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図 1. 流入水中の医薬品濃度 
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(2) 放流水中の医薬品類濃度（図 2） 

放流水からは、18 項目がいずれかのセンターで

検出された。クロタミトンの濃度が最も高く、次

いでスルピリド、クラリスロマイシンも高い濃度

で検出された。流入水で高濃度であったカフェイ

ン、アセトアミノフェン、テオフィリン、ベザフ

ィブラートは放流水中の濃度は低く、下水処理過

程で十分に除去されることが示唆された。アジス

ロマイシン、クラリスロマイシンなど放流水中濃

度の平均が流入水中濃度の平均よりも高い物質が

8 項目あった。これらの物質は、下水処理過程で

の除去が困難であることが示唆された。 

 

(3) PNEC（予測無影響濃度）を用いたリスク評価（図

3） 

放流水中の各物質の環境リスクを考えるために、

PNEC を用いた評価 1)を行った。PNEC の値は文献 2) 

3)から収集した。本来は予測環境中濃度(PEC)/PNEC

の値を用いて評価を行うが（表 2）、ここでは実測され

た放流水中濃度の最大値（MECmax）を PEC の代わり

に用いた。アジスロマイシン、クラリスロマイ

シン、レボフロキサシン、ケトプロフェン、ト

リクロサンの 5 物質の評価値が 1 以上で「詳細

な評価を行う候補と考えられる」という評価と

なった。また、テトラサイクリン、クロタミト

ンは「情報収集に努める必要があると考えられ

る」という評価となった。 

 

４．結論 

医薬品類に使用される 21 の化学物質につい

て、水再生センター流入水および放流水中の調

査を行い、各物質の濃度や下水処理過程におけ

る除去の状況、および環境リスクの知見を得る

ことができた。今回の結果から「詳細な評価を

行う候補と考えられる」と評価された物質につ

いては、引き続き調査を行っていく予定である。 
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図 2. 放流水中の医薬品濃度 

表 2. PNEC を用いた環境リスク評価の分類 

図 3. MECmax/PNEC 値による環境リスク評価結果 

PEC/PNEC＜0.1
現時点では作業は必要ないと
考えられる。

0.1≦PEC/PNEC＜1
情報収集に努める必要があると
考えられる。

1≦PEC/PNEC
詳細な評価を⾏う候補と
考えられる。
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